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	 酵素・受容体・透過チャネルなどは神経伝達物質や

医薬品、生理活性天然有機化合物等の構造上のわずか

な違いを認識するため、共通の骨格を有する化合物で

あっても多様な生理活性が発現する。スナギンチャ

ク・Zoanthus sp.より単離されたゾアンタミンアルカロ
イドは、ヒト血小板凝集抑制作用を示すゾアンテノー

ル(1)やフォルボール誘導性炎症抑制作用を持つゾア
ンタミン(2)など、酸化度や置換形式によって全く異な

る生理活性を示すユニークな海洋天然物群である。当研究室では既に、骨粗鬆症治療薬リー

ド化合物として期待されるノルゾアンタミン(3)の世界初となる全合成を達成している1)。本

発表ではこの全合成ルートに基づき、ゾアンタミン(2)およびその合成中間体7の芳香化によ
るゾアンテノール(1)の全合成を報告する。	 

ゾアンタミン(2)に対応するABC環モ
デル化合物は2通りの方法によって高収
率で芳香化することが出来たが、これら

の変換法は不安定なアミノアセタール構

造を含むゾアンタミン(2)を芳香化する
ことは出来なかった。そこで適用可能な

酸化反応を検討した結果、ノルゾアンタ

ミン(3)の全合成で用いた伊藤－三枝酸化
によるAB環の同時酸化と酸性条件下で
の異性化を経て、芳香環を有するノルゾ

アンテノール(7)を得ることが出来た。
最後に、C19位へ位置及び立体選択的に
メチル基を経てゾアンテノール(1)の全
合成を達成した。本手法を適用すれば、

市販のノルゾアンタミン塩酸塩をゾアン

テノール(1)へ変換可能であり、効率的な
供給法が確立できたことで構造活性相関

研究の発展が期待される2)。	 
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